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0. 死亡した父祖を祭る祖霊祭と， 月の満ち欠けに合わせて行う新月満月祭とは，
世界の多くの民族に共通する非常に古い宗教儀礼である。 整備されたヴェ ー ダ
祭式体系では， 新月祭， 満月祭， 祖霊祭のいずれも供物としてSoma (麻黄の
搾汁）を用いないが， リグヴェ ー ダには新月祭と祖霊祭におけるSomaの圧搾
献供が述べらる。 本稿では， 新月祭に重点を置きその原初形態を探りたい。
1. 自然周期と祭式(cf.Sakamoto 2010, 2012, 阪本2006, 2015 56f.) 1




1 ヴェ ー ダ暦は朔望月と太陽年を組み合わせた太陽太陰暦である。 注意点は， 1) 1日
の開始が日没である。 祭式の日は「～の夜」(f. rtitr -/ rtitr{-)と表現されるが， これ
は日没から次の日没までを指す。 例えば「朔の夜」amtivtisya-は，朔の夜の日没から，
昼を経て， 次の日没までを意味する。 ー 2) 暦の指標となるnd恥atra-「月宿」（月の
軌道［白道］上の28~27星座）が，B.C.2300 頃の恒星と太陽の位置関係に基づいて
いる。 例えば， 月宿の筆頭に位置するkfttiktisf. pl. 「昴」は当時の春分点にあり，
満月がそこに宿るKarttika月は秋分月であった。aghas/maghasf.pl. 「獅子座頭部（レ
グルスなど）」は当時の夏至点にあり， 満月が宿るMagha月は冬至月であった（→
2. 2 .)。 黄道歳差により恒星と太陽との位置関係は，B.C.9世紀には約20日，B.C.2




（黒半月8日）が冬至に近づく（→注11, 14, 17, 18)。 ヴェ ー ダ祭式は理念として
B.C.2300頃に遡る「旧暦」 に依拠するが， 時代とともに現実の暦に順応した規定が









出による出血が「月経」） を意味する。 この自然周期に対応して， 人間の社会
活動（牧畜・農耕， 移動・ 定住， 祭式など）が営まれる。
朔には地球から見て月が太陽と同一方向にあり， 不可視となる；望には，
月は太陽と正反対の方向にあり， 満月となる。 月の朔望周期（ 平均約29.5日）
と人の排卵（受胎）周期（平均28"-'30 日）がほぼ一致することから， 月が天か
ら消滅する朔の夜は，月と人 （祖霊を含む）の「死と再生」を象徴する「聖夜」
として， 欲望 を抑制して祭火のもとで過ごす (Upavasatha の原義）。 先行する
午後に祖霊祭 Pil).gapitryajfia (家庭祭では Sraddha) が， 翌朝に新月祭 Darsa が
挙行される。 満月の夜も「完全な繁栄」 を象徴する (cf. AV VII 80,1-4)「聖夜J
として Upavasatha を行うが， 先行する午後の祖霊祭を 欠く；翌朝に満月祭




る。 月は満ち欠けしながら白道上を進み， 毎夜異なる星 (nak�atra-「月宿」，
RV では太陽も含む）に宿る。 太陽•恒星に対する月の位置（「月宿」）と形状
が日・月・季節·• 年を区別する（分け 定める： vi-dha) 目印であり， 暦の基準
となる。 追いつ追われつ合体と離合を繰り返す月と太陽の相関運動が RV 第10
巻に歌われている。
RV X 55,5 [Indra 讃歌] = AV IX 10,9 (cf. SB I 6;4,18-20 Indra [太陽］ が
Vrtra [月］を飲み込む）
vidhuf!l dadranam samane bahunam yuvanam santam palit6 jagara 
devasya pasya kaviJam mahitva- I ady釦mamara sa hiyaJ:t sam iina II 
多くの［星たち］の集まりの中を走っている，［星たちを月宿に］分かち定め
る者 (vidhu-: 月）を，まだ若いのに［その者 を］，白髪の老人（ 太陽=Indra) が




RV X 85,18-19 [婚姻の歌（→ 2.4.)] =AVVII81,l-2 [新月Darsa讃歌 ］
18. purviipararri carato miiyayaitau駆a krtcjantau pari yiito adhvaram I
v{sviiniy any6 bhuvaniibhica�ta I rt伽r any6 vidadhaj jiiyate punalJ II 
先になり後になり， これら両者は計算測量能力(mayか；→ 1.4. AV VIII 
10,22)により動く 。 遊び戯れ ている二人の幼児たち（太陽と月）は（祭
式の）行程(adhvara-)を巡り進む。 あ らゆる存在を 一方（太陽）は見つ
めている， 他の 一 方（月）は自然周期たちCrtu- pl.)を 分け定めつつ
(vidadhat), 再び生まれる 20 
19. navo-navo bhavati jayaman6- 1 ahna,ri ketur U(fasam eti)I agram I
bhaga,ri devebhyo vf dadhatiy ayan I pra candramas tirate dzrgham ayuft II 
［月は］生まれ つつ， その度に新しく なる 。 日々を区別する目印として，
曙たちの先頭を行く（朔直前に夜明け前に現れる）。［新月は地上に］来た
りつつ， 分け前を神々に分け定める(vf dadhati)。 輝く月は［人間たちに］
長い寿命を越え渡らせる 。
AV VII 81は上記2詩節に続き， 新月の増大と死者の気息との関係(cf. 阪本
2015 26f.), さらにSoma (月）すなわち神々の食物との関係（→ 3. 1.)を述
べる：
5. yo'a sman dve�ti yam vayam du vi�mas I tasya tu vartz pra旭n』pyayasval
かvayam pyasi�fmahi g6bhirぷvai!J I prajaya pa§ubhir grhair dhanena II
我々を憎んでいる者 ， 我々が憎んでいる者その者の気息により君（ 新月
darsa-)は膨らめ。 牛たちとともに， 馬たちとともに，子孫とともに， 家
畜たちとともに， 家たちとともに， 財とともに， 我々は膨らみたい 。
6 . yartz deva artz俎m ilp;yilyayanti I yam ak:jitam ak:jitil bhak:jayanti I 
珈ilsman {ndro varu,:,,o brhaspatir I a p;yilyantu bhuvanasya gopaft II 
神々が膨らませる ， あの（天にあ る） Somaの茎（＝月）， 不滅の者たちが
食べる不滅のもの（＝月）， それに より我 々を，Indraは， Varu9-aは，





1.2. 新月満月祭はシュラウタ祭式の基本形である。 主要献供は（ 新月祭では
Agni と Indra [ =太陽］への，満月祭では Agni と Soma [=月］への）パンケ ー
キPuro4邸a であるが， より古いタイプの新月祭では Sarp.nayya (酸乳と加熱生
乳との混合）を Soma(麻黄の搾汁）に見立てて Indra(=太陽）に献供する3 (→ 4,
注24, 注25) 。 家庭祭の新月満月祭では粥を献供する。 祖霊祭は挙行する時（毎
月の朔特定月の満月， 冬至前後の黒半月8日など） により性格も供物も相違
する（別稿にて論じる）。 祖霊祭と Soma の関係については後述 3. 参照。
1.3. 朔望毎の献供への最古の言及は RV I 94,4 (Agni 讃歌） と思われる：
bhariimedhmarµkr,:,,aviimii havtrri# te I citayantaJ:i parva,:,,ii-parva,:,,ii vayam I 
jfv血tave pratararµsiidhayii dhfy6 1 'agne sakhye ma ri$iimii vayarµtava II 
我々は焚き木を持って来よう。 供物達を君に作ろう， 注意深く， 節目（朔
望 ）毎に (parva,:,,ii-parva,:,,ii)' 我々は。 更に生きるために， ［我々の］思
慮達を成就させよ。 Agni よ， 君との仲間関係に関して， 我々が傷つくこ
とがないように。
1.4. 年・月・半月・日（夕朝）毎の祭式の起源が AV VIII 10 (Viraj 讃歌） に
説かれる。 Viraj は「（原初の）男」Puru�a から生まれ， 更にPuru�a 「男」を
生む女性存在であるが
4, 精神原理であるPun:i�a に対し， 物質原理として生命
3 Cf. 西村2006 40, 43ff., 139 「結論としては， 元来， 新月祭では Indra に対する sarµ-
nayya が， 満月祭では A罪i に対する puro<;i邸a が， 主要な献供として位置づけられ
ていたものと推測される」。 筆者は， 本来， 新月祭では太陽神 Indra へ Sarµnayya が，
満月祭では月神 Soma へ Puro<;iasa が献供され， Agni への Puro<;l邸a 献供は両祭を統
合する共通項であると推測する (cf. Caturmasya 祭の Parvan 共通献供）。 下記1.3.
RV I 94,4 は朔望毎， すなわち新月祭と満月祭での Agp.i への献供を明示する。
4 RV X 90 [Puru�a 讃歌］を下敷きにしている： 2. puruja�vedarri sarvarri I y俎bhutarri
yac ca bhav;yam I utamrtatvasyぷano I yad annenatir6hati I 「Puru$a だけが， 生じたも
のと， （将来） 生じるべきものと， この［世界］すべてを支配している。 かつまた
不死性を支配している， 食物により［死を］越えて成長する時。」 5. tasmad vir句
ajayata I vir且jo adhi purU$alJ I sa jate aty aricyata I pascad bhumim atho pura!J I 「f皮





カの源泉となり， 宇宙を循環しつつ， 万物に入り ， 活性化する(Sankyha哲学
二元論の男性原理Puru�a :: 女性原理Prakrtiの基となる；注2参照）。 先行す
るViraj讃歌AV Vlil 9と同様に，VIIllOでも，Virajは全世界を自由に歩き回る雌
牛（乳牛）として描かれる。
[Paryaya I] [Virajの誕生と歩み5 ; 三祭火と三集会場］





5 「Virajの歩み」 は特殊な発展を遂げる： 1) MSP I 6,11:103-104,1 [Adhana] tr{r va 
ida巾vira<!, vyakramata garhapatyam ahavanfya巾sabhyarrz. tad virajam apad. anna巾viii
vzrad. annarh vavaitad apat. 「3回， これ（ここにある祭火） に Viraj は， 別 れ歩んだ
のだ (lmpf.), Garhapatyaと袖avaniyaとSabhyaとに。［祭主は］そのようにして
Viraj を（たった今） 獲得した(Aor.)。 Viraj は食物なのだ。 このようにして［祭主
は］実に食物を獲得したことになる (Aor.)。」; 2) KSP VI 8:57,13-15 [Agnihotra] 
odanapacano garhapatya ahavanfyo madhyadhidevanam amant ra�am e$a vai virat 
paficapada. tam evapnoti. tam avarundhe. yasya hy e$avaruddha sa manu$ya�a巾fre${ho
bhavati. 「Odanapacana (粥を煮る火= Dak�inagni) , Garhapatya, 袖avaniya, 賭博盤の
中央， 会議場 これらが「五歩を持つ(5つの足から成る） Viraj」である。 他なら
ぬそれを獲得する。それを我が物として囲い込む。 これ (Viraj)がある者により囲
い込まれたならば，その者 は人間たちの中で最も優れた者となるから 。」； 3)TB I 
1, 10 [Agnyadheya]では5祭火(G火， 入火， Anvaharyapacana [Dak�il).agniの別名］，
Sabhya「sabha (→注8)の火」，Avasathya「客人の宿舎(Avasatha)の火」）への「Viraj
の歩み」(Virat-krama, Viraja-krama)が， 旅の前後の Agnyupasthanaのマントラと
結合され， 祭火設置祭の中 に組み込まれる。 これがJanaka王の五火説の基盤となっ
たと推測される， Sakamoto 2001 157-167参照。 五火説 に関しては注25末を参照。
6 いわゆる 「idam-bhiilas 構文」である。 動詞 bhuま たは asと（通例は中性）名詞単
数対格(acc.sg.) との組み合わせで「～を司る、 管轄・支配している(as) Iするよ
うにな る(bhu)」 を意味する（動 詞が略さ れることもある）。 こ の構 文 はK .
HOFFMANN (1976 557—559) に指摘され 、 後藤敏文により解明された (2007 805—809, 
特に 807f., Goto 2008)。
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3 . s6d akramat sahavantye ny akramat. I ydnty asya deva devdhuti1J1,. priy6 




4 . s6d akrilmat. sa dak(iilJ,agnau ny akramat. I yajnarto dak(ii1J,tyo vasateyo 




5 . s6d akramat. sa sabhaytif!l, ny akramat. I yanty asya sabhaf!l, sabhyo bhavati 
ya evam veda. 
彼女は歩み出た。 彼女は社交場(sabha-)8の中に歩み入った。 このように
7 dak#�iigni ー をdak�i�a-「南（にある）」とdak�i�ii-「祭官報酬」との掛詞により説
明する(cf. AV XVIII 4,8)。 当該文では， 主語が， 祭主として祭官に報酬を与え（自
宅に）宿泊させるのか， 祭官として報酬を受け取り（祭主のもとに）宿泊するのか，
二義的である。






関する用例は，Rau 55-57および82参照。iimantra�a ー は， パラレルKS VI 8:57,13-





6. s6d akramat. sa samitau ny akramat. I yanty asya samitiY[l samity6 bhavati ya
evdm veda.
彼女は歩み出た。 彼女は集会場 (samiti— → 注8) の中に歩み入った。 こ
のように知っているならば， この者の集会場へと［人々］は行く， ［その
者は］集会場にふさわしい者 (samitya-) となる。
7. sod akriimat. samantra,:ie ny akriimat. I yanty asyiimantra,:iam iimantra,:ityo
bhavati ya eVClf!l veda.11 
彼女は歩み出た。 彼女は会議場 (iimantra,:ia—→ 注8) の中に歩み入った。
このように知っているならば， この者の会議場へと［人々］は行く， ［そ
の者は］会議場にふさわしい者（iimantra,:iiya-) となる。
[Paryaya II] [中空に留まった Viraj を， 仔牛 Indra と韻律 GayatrI と諸サー
マンにより神々が搾乳し， 植物たち， 広がり， 水たち， 祭式を搾り出す門
8. s6d akramat. santarikfje caturdha v{krantatifjfhat. II 
彼女は歩み出た。 彼女は中空において， 4重に分かれ歩んだ（闊歩した）
状態で， 留まった。
9. tarµdevamanu�ya abruvann. iyam eva tad veda yad ubhaya upajtvememam




9 Jaiminiya-Brahmal).a I 45f., Brhat-Aral).yaka-Upani�ad (M VI 1; K VI 2), Chandgya­
Upani�ad V 4,1-9,2 の五火説すなわち「神々が水たちまたは信を献供することに
よりソ ー マ， 雨食物精液が順次生じ， 最後に男（人 puru�a-) が発生する理論」
との関連が注目される（→ 注25) 。 Cf. 阪本 2015 35-43 [5.4.-5. 7.J.
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10. tam upiihvayanta. II
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彼女を近くに呼び寄せた。
11. urja ehi svadha ehi sunrta ehtravaty ehiti. II
「滋養 (urjd,— → 詩節26)よ， 来い。 自決力（自由に取る供物svadhd.-10
→ 詩節23)よ， 来い。 精力旺盛であること（良き男性能力を持つこと
sunfta-) よ， 来い。 栄養を持つ女 (zrii.vat'f— →詩節24, 29) よ， 来い」と。
12. tasya fndro vatsa asfd. gayatry abhidhany. abhram udhal:i.11
Indra が彼女の仔牛であった。 GayatrI が（子牛と母牛を）結びつける紐［で
あった］。 雨雲が乳房［であった］。
13. brhac ca ratharµtararµca dvau stanav astarµ. yajiiayajiifyarµca vamadevyarµ
ca dvau.11
Brhat と Rathamtara と（両サーマン）が二つの乳首であった。 Yajfiayajfiiya
と Vamadevya と （両サー マン） が二つの［乳首であった］。
14. 6�adhfr eva ratharritarelJa deva aduhran. vyaco brhata.1
ほかならぬ植物たちを Rathaqitara [サーマン］によって ， 神々は乳搾った，
広がりを Brhat [サーマン］によって。
15. ap6 vlimadevyena. yajfia,ri yajfiliyajfi{yena. 11
水たちを Vamadevya [サー マン］によって。 祭式を Yajfiayajfiiya [サー マ
ン］によって。
16. 6$adhfr evasmai ratharritararri duhe vyaco brhat II
ほかならぬ植物たちを， この者のために， Rathaqitara [サー マン］は乳と
して出す， 広がりを Brhat [サーマン］は，
10 原義「自分で決定すること， 自決裁量権」から「祭火に献供される神々への供物に
対し，「祖霊自身が自分で決めて取る供物」を意味する。 後の祭式体系では， 「祖霊




1 7. ap6 vamadevyd'!l yajfid'!l yajfiayajfi{ya'!l ya veda. II 
水たちを Vamadevya [サー マン］は， 祭式をYajfiayajfiiya [サー マン］は，
［そのように］ 知っている者 があれば［→16. この者のために］。
[Paryaya III] [樹たち， 祖霊たち， 神々， 人間たちによるVirajの殺害と再生；
献供・食事の起源と周期］
18. s6d akramat. sa vanaspatfn agachat. tafJZ vanaspatayo 'ghnata. sa
SafJZvatsare sam abhavat. I tasmad vanaspatfnGfJl SafJZvatsare vrkJJam api rohati.
vrscate (+vrsc yate) syapriyo bhratrvyo ya evdf!l veda. JI 
彼女は歩み出た。 彼女は樹（木々の主vanaspati-)たちのもとに来た。 彼
女を樹たちは打ち殺した。 彼女は1年間(safJZvatsara-)経つと， ［再］ 生
した。 それ故， 樹たちの中， 切断されたもの(nt. vrkJJam)も， 1年間が経
つと， 成長する。 このように知っているならば， その者の好ましくない競
争相手は切り倒される。
19. s6d akramat. sa pitfn agachat. ta'!', pitaro'ghnata. sa mas{ sam abhavat.
I tasmiit pitfbhyo miisy upamiisyaf!', dadati. pra pitryi1�arri panthlir,i jiiniiti ya





20. s6d akrlimat. sa devan agachat. taf!l deva aghnata. sardhamlise sam abhavat.
I tasmlid devebhyoヤdhamlise va:;at kurvanti. pra devayiina,µpantha,µjlinliti ya
evam泥da.
彼女は歩み出た。 彼女は神々のもとに来た。 彼女を神々は打ち殺した。 彼





21. sod akramat. sa manu�yan agachat. t初rµ manu�ya aghnata. sa sadydJ:i sdm 
abhavat. I tdsman manu�yebhya ubhayadyur upa haranty. upasya grhe haranti
ya eVl1f!l veda. II
彼女は歩み出た。 彼女は人間たち (Manu� の子孫たち）のもとに来た。 彼
女を人間たちは打ち殺した。 彼女は， 同じ日のうちに， ［再］生した。 そ
れ故， 人間たちに， 昼間の両端に（昼間の始めと終わり， 朝と夕に
ubhayady幼）［人々は食物を］ もたらす。 このように知っているならば，
その者の家において ［人々は食事をもたらす］。
[Paryaya IV - V.] [アスラた ち， 祖霊たち， 人 間 た ち， 7 リシ， 神々，
Gandharva と Apsaras たち，別の人々，蛇たちの Viraj 搾乳と生きる糧の獲得] 11
22. s6d akriimat. sasuriin agachat. tam asurii upiihvayanta maya ehtti. I tasyii
vir6c anaft prahriidir vatsa aszd. ayaspiitraY(l patram. I taY(l dv{murdhiirtvyo
'dhok. taY(l miiyam evadhok. II taY(l miiyam as urii upa jzvanty. upajzvantyo
bhavati ya evaY(l veda. II 
11 
彼女は歩み出た。 彼女はアスラたちのもとに来た。 彼女をアスラたちは呼
び招いた「マ ーヤー （計算測量能力；→1.1. RV X85, 18) よ， 来い」と。
彼女は歩み出た。 Virocana Pr狛radi が彼女の子牛であった。 卑金属の容器
が（搾乳）容器［であっtこ］。 彼女を， Dvimiirdhan Artvya が搾乳した。
彼女を搾乳して， ほかならぬマ ー ヤ ーを［乳として］得た (adhok: 雌牛
Maitriiy呵ya 派にのみ伝わる Gonamika (牛の名称に関する諸儀礼）にパラレルが見
られる。 MS汀V 2,2:21,14— 19 (神々が金の器で不死［をもたらす飲食物］を， 祖霊
たちが銀の器で Svadhii を， 人間たちが木の器で「包み隠している (+vavr(—)食物」
を， アスラたちが漏れている卑金属の器で Sura 酒を搾乳した）； 2,13:36 ,8— 17 (神々
が金の器により祭式と不死とを， 祖霊たちが銀の器により滋養と Svadhii とを， 人
間たちが木の器により食物と子孫とを， リシたちが杯 (camasa-) により韻律たち
と家畜たちを， Gandharva と Apsaras たちが蓮の葉により良い香りを， 蛇たちが瓢
箪により毒を， アスラたちが漏れている卑金属の器により繁栄と破滅とを， Indra が，
何であれこの世のすべてを搾乳した）。 MS IV 2,1には天野の研究があり，n.6で
anna,r,, + vavr(「隠れた食物」の意味を論じている。 牛乳から多数の乳製品が生み出
されるので， 牛乳を「（多くの食品を）包み隠している食物」と表現している可能




と乳とのdouble acc. を支配）。 そのマ ー ヤーを糧としてアスラたちは生き
ている。 このように知っているならば， ［その者はアスラたちに］生きる
糧を与える者となる。
23. s6d akramat. sa pitfn agachat. taf(l pitara upahvayanta svadha ehiti. I tasya
yam6 raja vatsa asfd. rajatapatraf(l patram. I tam antako martyav6'dhok. taf(l 
svadham evadhok. I taf(l svadhaf(l pitara upa jfvanty. upajfvaniyo bhavati ya 
evam veda. 
彼女は歩み出た。 彼女は祖霊たちのもとに来た。 彼女を祖霊たちは呼び招
いた，「svadha-(自決力 → 注10)よ， 来い」と。 王Yamaが彼女の子牛
であった。 銀の容器 が容器 ［であった］。 彼女を， Mrtyu(死）の息子




24. s6d akramat. sa manu$yan agachat. tarµ manU$YCl upahvayantefravaty ehtti.
I tasya manur vaivasvat6 vatsa asft. prthivt patram. I tarµ pfthf vainyo'dhok. tarµ 
kn{rtz ca sasyarµ cadhok. I te kn{rtz ca sasyarµ ca manu$ya upa jfvanti. 
kr$ftiradhir upajfvantyo bhavati ya evarµ veda. 
彼女は歩み出た。 彼女は人間(Manu� の子孫）たちのもとに来た。 彼女
を人間たちは呼び招いた，「fravatf-(栄養をもつ女→詩節11)よ， 来い」
と。Vivasvantの息子Manuが彼女の子牛であった。 大地が容器［であった］。




25. sod akramat. sa sapta,:$tn agachat. ta,p, sapta,:(faya upahvayanta
brahma,:,,vaty ehtti. I tasytil:,, s6mo raja vatsa asfc. chandal:,, patram. I ta,p, 
bf haspatir tiligiras6'dhok. ta,p, brahma ca tapas ctidhok. I tad brahma ca tapas 
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ca saptar:jaya upa jfvanti. brahmavarcasy upajfvantyo bhavati ya evarri veda. II 
彼女は歩み出た。 彼女は7リシたちのもとに来た。 彼女を7リシたちは呼
び招いた， 「brahma1Jvatf- (実現力のあることばをもつ女）よ， 来い」と。
王Somaが彼女の子牛であった。 韻律が容器［であった］。 彼女を，
Ailgirasの息子Brhaspatiが搾乳した。 彼女を搾乳して， brahma�- (実現
カのあることば）とtapas- (熱力， 苦行）とを［乳として］得た。 その
brahmalJ— とtapas — とを糧として7リシたちは生きている。このように知っ
ているならば， ［その者は] brahmalJ—の効力をもち， [7リシたちに］ 生
きる糧を与える者となる。
26. s6d akramat. sa devan agachat. fGJ?l deva upahvayant6rja ehtti. I tasya
fndro vatsa asfc. camasaft patram. I fGJ?l devaft savitadhok. tam arjam evadhok. I
直f!l ar. 屈f!l deva upa jfvanty. upajfvantyo bhavati ya eVaJ?l veda II
彼女は歩み出た。 彼女は神々のもとに来た。 彼女を神々は呼び招いた，「滋





27. sod akramat. sa gandharvapsarasa agachat. tarµ gandharvapsarasa
upahvayanta pu,:iyagandha ehtti. I tasyas citrarathalJ sauryavarcas6 vatsa asft.
PU$karaparr:ia rµ p釦tram. I t初rµ vasurucilJ sauryavarcas6'dhok. t初f!l pu,:iyam
eva gandham adhok. I tarµ pur:iya rµ gandharµ gandharvapsarasa upa jfvanti.









得た。 その清浄な（良い）香りを糧として Gandharva と Apsaras たちは生
きている
12
。 このように知っているならば， ［その者は］ 清浄な（良い）香
りをもつ者として， [Gandharva と Apsaras たちに］生きる糧を与える者
となる。
28. s6d akramat. setarajanan agachat. tam itarajana upahvayanta tfrodha
ehtti .  I tdsyaJ:i kubero vaisrava,:i6 vatsd asfd. amapatrdf!l patram. I falJ1
rajatdnabhil:,, kaberak6'dhok. taf!1 tirodham evadhok. I taf!1 tirodham itarajana
upa jfvanti. tir6 dhatte sdrvalJ1 papmanam. upajfvantyo bhavati yd evdf!1 veda. II
彼女は歩み出た。 彼女は別の（異郷の）人々のもとに来た。 彼女を別の人々
は呼び招いた， 「秘匿よ， 来い」 と。 Visravana (広く聞く力／聞こえをも
つ者） の息子 Kubera (財の神）が彼女の子牛であった。 生の容器（焼か
れていない土器）が容器［であった］。 彼女を， Rajatanabhi (銀の謄をも
つ者）［という] Kaberakaが搾乳した。 彼女を搾乳して， ほかならぬ秘匿
を［乳として］得た。 その秘匿を糧として， 別の人々は生きている。 この
ように知っているならば，［その者は，自分の］ すべての悪を秘匿する。［そ
の者は， 別の人々に］生きる糧を与える者となる。
29. s6d akriimat. sa sarpan agachat. tarri sarpa upiihvayanta _Vl$avaty ehtti. I
tasyiis tak$ak6 vaisaley6 vatsa asfd. aliibupiitrarri patrarri. I tarri dhrtarii$fra
airiivat6'dhok. tあ!l Vi$dm evadhok. I tad Vi$Gf[l sarpa upa jfvanty. upajfvantyo
bhavati ya evarri veda. II
彼女は歩み出た。 彼女は蛇たちのもとに来た。 彼女を蛇たちは呼び招いた，
「毒をもつ女よ，来い」と。 Visala (広い小屋をもつ者）の息子 Tak�aka (「大
工さん」）が彼女の子牛であった。 瓢箪の容器が容器［であった］。 彼女を，
Iravafi (栄養をもつ女→詩節11) の息子 Dhrtara�tra (「持国」）が搾乳した。
彼女を搾乳して， ほかならぬ毒を［乳として］得た。 その毒を糧として，
12 gandhかによる Gandharva の通俗語源説であるが， 仏教に受け継がれる。 祖霊たち
もまた， 祖霊祭の供物（→ 注10), 例えば団子の「香り」 gandhかのみを食すとい
う見解が普及している。 Gandharva と Apsaras たちは下層の神々であるが， 祖霊た






30. tad yasma eVGffl vidu:je'labunabhi:jificet pratyahanyat. II
それ故，このように知っている者に瓢箪を用いて注ぎかける場合には，［当
人はそれを］はねつけるべし。
31. na ca pratyahanyあn manasa tva pratyahanmtti pratyahanyat. II
［それを］はねつけない場合には， 「思考によって， 君を私ははねつける」
と［唱えて］はねつけるべし。
32. yat pratyahanti vi:jdm eva tat pratyahanti. II
はねつける場合には， ほかならぬ毒を， それにより， はねつける［ことに
なる (eva) J。
33. Vi:jdm evasyapriyaffl bhratrvyam anuv[:jicyate ya evdffl veda. II
このように知っているならば，ほかならぬ毒が，この者の好ましくない（仲
間でない）競争相手を追ってまき散らされる ［ことになる］。
第 1 Paryaya では， 祭火・集会所への歩みが， 第 2 Paryaya とその拡張版で
ある第 4·5 Paryaya では搾乳が主題であるのに対し， 第3 Paryaya では殺害
と再生が主題となることが注目される巴 Viraj の死と再生の周期が， 樹たち，
祖霊たち， 神々， 人間たちの生命力（供物・食物）を摂取する周期と一致する。
第18詩節「彼女 (Viraj) を樹 (vanaspati-) たちは打ち殺した。 彼女は 1 年
間 (sarµvatsara-) が経つと，［再］生した」は， Viraj を先行詩節のように雌牛
と解すれば， 毎年の牛の犠牲祭を意味する円樹 (vanaspati-) は切り倒されて，
13 Virajの殺害というモティ ー フは， Puru�aの殺害と解体（神々による供儀）による
諸存在の発生を説< Puru�a 讃歌 (RV X 90,6ff.)の延長上にある。祭式を供物（動物，
Soma, 穀物など）の殺害とみなす観念はブラ ー フマナで更に発展する（例えば SB
XI 1,2,1; XI 6,1 = JB I 42—44 [Bhrguの他界巡り］）。
14 Srauta 祭では朔または望の日に行われる。Soma 祭 ·Sattra 祭に付随しない， 独立し
た動物犠牲祭 (nir叫ha-pasubandha-) は 1 年または半年毎に行われ， 本来は冬至．
夏至に（狩猟・牧畜・農耕の）豊穣を祈願する祭式であったかと推測される。犠牲
獣は通例， 雄山羊であるが， 牛， 羊等も用いられる (cf. Schwab XIII-XV) 。Soma




の1年後の再生は， 雌牛が一 年毎に仔牛を生むことを示唆する。 Saf!1,Vatsara-
「歳 1年」の原義は「誕生した仔牛が成牛となる期間」であるが， 雌牛の出
産周期にも一致し門また， 樹にとっても死と再生の周期である：「樹々の中，
切断されたもの(nt. vrk,:iam)も， 1年間(saf!lvatsara-)が経つと， 成長する」。






開催される (C aland/Henri1; ApSS X 2,2-8; M恥SSII 1,1,1; KatySS VII 1,5)。1年間
の Sattra祭Gavamayana (→ 注17)では最終日前日Mahavrata (古代の冬至 ）に雄
牛の供儀が行われる。 Gonamika (→ 注11)では Eka�takaに雌牛の供儀と饗応を行
う（→注18)。 家庭祭では，客人接待，婚礼（→2.2. RV X 85,13), 祖霊祭A�taka ( 冬
至前後の黒半月8日目； Eka�takaが特に重要）， Sulagava (「家畜の主」 Rudra/Sivaへ
の 牛の供儀）の場合に 牛殺しが許される。 当該詩節で示唆される牛の供儀も，冬至
の後の 新年祭 ， あるいはEka�taka (→注1) に行われた可能性が高い。
15 「樹 （ 木々の主）よ， 綱によって縛り付けて， 神々の下へ と［犠牲獣を］運び届け
るがよい」RV X 70,10 「ア ー プリ ー讃歌」）；祭柱として切り倒された木への成長祈
願「樹よ，100 の枝芽を もって茂れ」RV III 8,11「祭柱 (svaru-)讃歌」=TSm I 3,5,1 
[h]), cf. 後藤2008 91, 95, 97, Sc hwab 7 。
16 雌牛の発情は平均23日周期で通年あるが， 繁殖周期は，約280日の妊娠期間十分娩
から再受胎までの期間であり，1年毎の出産（約10ヶ月の泌乳期十約2ヶ月の乾乳期 ）
が望ましい。Cf. 阿部等「家畜飼育の基礎」10, 20f., 109, 122 。
17 Eka�taka (→注1)の日に藪焼きを行い，新年の豊凶を占った後潔斎を開始する(TSP
III 3,8,4f. [Dirghasattra]; cf. Sakamoto 2000 (1) 483 n.42)。 1年間， 毎日， 動物供儀
を行うが， 特に， 中間日V i�uvat (古代の夏至にあたる）には太陽Suryaへの追加供
儀 (KatySSXIII 2,10; ApSS XXI 23,1雄山羊 ）， 最終日前日Mahavrata (古代の冬至
にあたる）にはPrajapatiへ追加供儀 (KatySSXIII 2,16; ApSS XXI 23,4雄牛 ）を行
う ( SB IV 6,3,3)。 Mahavrataを含む特定日には「牛類」（雄牛，雌牛，仔牛，羊など）
の供儀を行う (ApSSXXI 3,4.10.12)。
18 MS IV 2,3:25,4 tad ya eva巾 vfdvaneka!ffakayaf!t g珈hatesarhvatsarayaiva k並dham
hate 「そこで， このよ うに知った上で， Eka�takaに自分のために雌牛を殺すならば，
その者は， 他ならぬ一年間 (sa巾vatsarか）に対して， 自分の ために飢えを殺すこ と
になる」。 ManSSIX 5,5,12 (::::; V arSS-Parisi�ta I 20ff.) eka!ffakayaf!t catu!j-pathe'nga幻




た可能性が考えられる。(Sakamoto2001 163 n.15; 阪本2015 93の説明を補足訂
正する。）










月であり， 神々に飲食されるという， バラモンのみが知る， 当時としては革新
的な， 秘密の知識に基づき， 毎月の新月祭にSomaが圧搾， 献供される。
1. saty初6ttabhita bhumi� 並ryeJJ6ttabhita diyau�I




2 . s6meniiditya balfnaft I s6mena prthivt maht I 
dtho ndk�atrii,:iiim e滋m I updsthe soma ahitaft II 
SomaによりAditya神たちは力を有する。Somaにより地は大きい。 他方
牛を［殺害解体］させて， もし［その四つ辻に］来る人がいれば， その度に， その
人に与えるべきである。」； 13 svo'nyii,ri kiirayitvii briihma�iin bhojayet pasukiimaf:i. 「翌




また， これらの月宿たち（月の宿る星々： nak(fatra-) の膝（腰）の上 に
Soma (月）は置き定められている。
3 
. L. I . s6mam manyate papzvan yat samplf!l$dntiy 6$adhim I 
s6ma,rz yam brahma,:io vid研na tasy邸nati kぷcana II 
Somaを［私は］飲んだのだと［祭主は］思う，植物（であるSoma)を［祭
官たちが］圧搾しおえる時。 バラモンたちが知っているSoma (月）， そ
れを誰であれ食することはない。
4 . tichadvidhtinair gupit6 1 b加rhatail; soma rak$ital; I 




5 . yat tvii deva prap{banti I tata a pyiiyase punaft I 
viiyuft s6masya rak#砂samiiniim m知sa akrtift II 
君（植物汁Soma)を， 神よ，［神々が］飲み始めると， すると， 君（月）
は再び満ちる。 風がSomaの護り手である。 暦月が年たちの原型である。
第4詩節は新月祭当日を描写する。 朔の夜に続く朝， 月Somaは太陽と一緒に






に飲食されて消滅し， 朔の夜となる。 翌朝 人間が地上で植物であるSomaを
圧搾して献供し， それを神々が飲み始めると， 月であるSomaは神々の飲食か
ら解放され， 再び， 天に現れ増大する。 満月になると， 神々は月であるSoma
を飲食し始め， 月が次第に消滅する， という過程が理解される。 この思想は更
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に展開し， ウパニシャッドの「二道説」に至る(cf.阪本2015 23—27, 62—70)。




内惑星である金星は584日周期で， 外合（不可視）→ 「宵の明星」nas atya­
→ 内合（不可視）→「明けの明星」asv{nー と変化する。 金星の周期と月の朔
望周期とは一致しないが， しばしば， 朔の前に「明けの明星」と「有明の月」
が， 朔 の後に「宵の明星」 と「夕月 」 が並び現れることから， Asvinと
Nasatyaが太陽と月の仲を取り持つvara-「（未婚の娘に）婿を選ぶ者， 仲人」
となる。
Savitr (太陽に対し「教令， 指示，権能付与」の機能を持つ「鼓舞する 」神）
がSuryaを月Somaに与える。 Suryaは白く輝く2頭の牛が牽く 「思考から成
る(manas maya-)荷車Canas-)」（詩節10·12) に乗り， 夫の家へと天の道を
進む。
1 9 s紅rya- m. 「 太陽（神 ）」が， 男性神である月Somaと婚姻する必要上， 女性神su ry在
に転換されたと推測される。 当該ス ー クタでは， Savitf神がSuryaの父親の役目を
果たす。 SuryaはRVにしばしば言及され， 一般に太陽神Suryaの娘とされる(cf.
Geldner N 124f., Witzel/ Goto 848, Witzel/Goto/Sc arlata 666)。 X 85以外はすべて
Asvin讃歌に現われ， 「Suryaの娘」Suryaが両Asvinの戦車ratha —に乗るという内
容が殆ど であるが， 両Asvinが彼女の夫となるという記述も1例ある。(N 43, 6 d 
涙na patf bhavataf:i sur冽iyaf:i)。 I 184,3は両NasatyaがSuryaの婚礼に呼ばれて来る
ことを示唆するが， Suryaの結婚相手 は不明である。(Geldner I 264の解説「Surya
が両Asvinを自ら結婚相手に選び， 両名が新郎として新婦Suryaを自らの家に運ん
だ」は容認しがたい ）。 Asvin讃歌の諸例では月への言及はなく， 金星と太陽の接近
（ないし合 ）， 特に， 明けの明星を追って朝の太陽が昇る天体現象を神話化したも
のと理解される。 他方， RV X 85では月と太陽の合（朔） に基づく 「月Somaと太
陽Suryaとの婚姻 」 が歌われ， Suryaはanas- 「荷車」に乗り嫁入りする（ただし第
26詩節ではAsvinのratha-「 戦車」）。「 太陽と月」「太陽と金星」という異なる二系
統の神話の混在が推測される。 一一太陽の娘を巡って金星と月が競走する神話（ラ




9 . s6mo vadhuyur abhavad I asvfniistiim ubha vara I 
suryaf!l yat patye SGf!lSant詞manasii savitadadiit II 
(55) 
Soma (月） が嫁を求める者となった。 両Asvin(AsvinとNasatya) が仲
人(vara-)であった。 思考により［同意を］表明しているSuryaを夫に
Savitrが与えたとき。
10. mano asya ana as菰diyaur asfd uta chad{J:t 1 
叫rav anat;lvahav astarµ, I yad ayat suriya grham II
思考が彼女の荷車(anas-)であった。 天が， また， 覆い （幌）であった。
両の白い 輝きが両の荷車牽き［ 牛 ］であった， Suryaが［ 夫Soma(月）］
の家に馳せたとき。
11. rksamabhyam abhihitau I g如vau te samanav itaft I
如tral?J, te cakre astal?J, I div{ panthas caracaraft II
�cとSamanにより結び付けられた， 君の従順な 両牛 は行く。 聴覚が君の
両輪であった。 天には， 繰り返し行く(caracara-)20道が［あった］。
12. sucf te cakre yatiya I v;yan6 dk$a ahataft I
、
I
L dno manasmdyaYJ1 surya- arohat prayati patim II 
清く輝く両者が， 馳せ 進む君の両輪で ［あった］。［ 行きわたる］息が車軸
として嵌められて［あった］。 思考から成る荷車に Suryaは乗った， ［ 彼女
が］夫のもとに出発した時。
13. saryaya vahatu�pragat I savita yam avasr}at I 
aghasu (AV maghasu) hanyante gav6- 1 
arjunyoJ:i (AV p血lgunr�u) pari uhyate II
Savitrが送り出したSurya の嫁入行列が（今まさに ）進み出した。［月が］
Agha (AV Magha) [星］たちにある時， 牛たちが殺される。［月が］ 両
Arujuni (AV PhalgunI) [星］にある時，［花嫁は夫のもとへ］巡り運ばれる。
20 Cf. Hoffmann 1960 248 (=1975 119). 
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第13詩節では， 牛殺しと嫁入り行進出発の時が「月宿 」 により示される（月
宿の具体名が現れる最古例である，cf.Sakamoto 2011 1076.) 。aghか(f. pl.)「厄
災（死）をもたらす（星たち）」(AV以降magha- 「能力ある（星たち）」）は獅
子座頭部の諸星［レグルスなど］に，arujunf- (f. du.)「白く輝く2星」(AV以














このような特定 の天体（太陽 月，金星獅子座） の運動と結びついた，
年に 一度の牛の供犠を伴う祭式は，イランから古代ロ ー マに信仰が拡がった太
陽神ミスラ22 (,...., ved. mitra-「契約（の神格化）」）の牛殺しの儀礼と聖婚を想起
させる。またミスラと黄道12宮（特に牡牛座と獅子座）， 惑星（特に金星）お
よび新月（三日月）との関係も注目される。
21 阪本2015 22「1年の最後に位置するマー ガ月に牛が屠られ（牛の犠牲祭），1年の最
初に位置するパールグナ月に婚姻が挙行されます」は誤りとして訂正する。
22 Cf. Merkelbach 9-22, 100-109, 272 (Abb.13 Kommagn叫出土浮彫：獅子座胸部のレグ
ルスの下に三日月，背の上に火星，水星，木星が示され，B,C.6,2年の惑星合を示す），
302 (Abb.47 Rom出土浮彫：ミスラの屠る牛の腹部に三日月があり， 牛の尾が穂と
なる；周囲に犬， 蛇， サソリ， からす（星座）， 左上に太陽神， 右上に月女神（新
月の冠）， 左右に明けと宵の明星が上向きと下向きの松明を掲げる［春分と秋分を
象徴?]), 324 (Abb.74 黄道12宮がミスラを囲む）等。 多くの図像で， 殺される牛
の尾が穀物の穂に変化しており， 牛の供儀と豊穣儀礼との関係を示す。牡牛座と太
陽の合， 三日月， 周辺の星座からは， 春分の新年祭が示唆される。
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Taittiriya-Brahmal).a I 5,1,2は月宿を列挙説明するマントラ中で， 当該月宿と
祖霊たち， 牛， 婚姻， 嫁入との関係を述べる(cf. Sakamoto 2011 1080) : 
pi/�arµmaghat, I rudantaf:i parastad apabhra巾め 'vastat I aryam�ati purve 
phalgunr I Jay幻parastad。瑶abho'vastat I bhagasy6ttare I vahatavaf:i parastad 
嘩amana avastat 11 
Magha [ の星々］は祖霊 （父祖）たちに属する。 泣いている者たちが向こ
う側に， 脱落がこちら側にある。 初めの2つのPhalgunI は Aryaman(部
族慣習法の神格化）に属する。 妻が向こう側に， 雄牛がこちら側にある。
後の2つ［のPhalgunI]は B haga (分配の神格化）に属する。 嫁入りに持
参する諸財が向こう側に， ［花嫁を］運んでいる者たちがこちら側にある。
2.3. 第3部（詩節14-17 ; 1 Tri�tubh + 3 Anu�tubh)は，／婚姻に先立ち， 仲人と
して Savitrのもとに行く両 Asvinの 3輪戦車に関し， その第 3輪とは何かと問
う謎かけの 歌である。 第 1輪は北行する6朔望月， 第 2輪は南行する6朔望月，
第 3 輪 は 第13月 （閏月） と い う答え が予想さ れ る。 朔 望 月 と 太 陽年
sarhvatsaraー の間隙を埋める第13月はRV以降特にブラー フマナで愛好され
る主題となる （→ 注1)23。 韻律と内容から二次的増補と思われる。
2.4. 第4部（詩節18-19 ; 2 Tri�µibh)は月と太陽の運動に関する天文学・暦学
の知識を披露する歌である（→ I. I.)。 両詩節とも「婚姻」とは直接関係しない 。
ペアとして， RV X85全体に対応するAV XIV 1,23-24以外にも， AV V II 81,1-
2 [Darsa 「新月」讃歌], MS汀 V 12,2:181{3-6 [Rajayak�man治癒願望 祭 (cf.
Sakamoto 2010 (2) 1123f.)に現われる。 第18詩節単独では， AV XIII 2,11 (abc); 
TB吋I7,12,2 ; 8,9,3等に現れる。 第19詩節単独では， [Rajayak�ma 治療願望祭］
TSm II 4,14,1 ; TSP II 3,5,3 ; Kゞ X 12:141,l lf. に用いられ また， Hir叩yakesi­
Grhyasutra I 5,16,1では新月祭の後 はじめて見る月へ唱えるマントラの一つ
とされる。
23 例えば[�bhu三神の12夜] RV I 161,11-13, IV 33,7; [第13月] RV I 25,8; AV V 6,4 
(Indraの家）； MSP I 5,6:7 4,16; JB II 334, III 386; [第13 月= upamasa] JB I 18, I 50; 
Kau�Up I 2。 Caturmasya祭Sunasirya は朔望年と太陽年との間隙を埋める。
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2.5. 第5部（詩節20-47; 2 Tri�tubh + 26 Anu�tubh) は新婦が夫の家に入る際の
祝詞で， 家庭祭的な性格が強い。 Surya は荷車 anas- (詩節10および12) では
なく Asvin の戦車 ratha— に乗ることが注目される（詩節26) (→注19)。
3. RV 10巻では人類の始祖 Yama と祖霊たちが， 天上にある祖霊の世界で（神
Varur;ia や神々と共に）， あるいは地上での祖霊祭に呼ばれ， Soma を自由に
(svadhかにより；→注10)飲んで酔う情景が描かれる (cf. 阪本 2015 43-50)。
Yama とリシ達を祭る祭式では Soma 献供に加え Saman も朗唱され， シュラウ
夕祭式 Soma 祭に類似する。 祖霊たちが RV 以降 一貫して somya- 「Soma に与
る者（後には息子などへの呼びかけとして多用）」と呼ばれることも注目される。
シュラウタ祭式としての Soma 祭では， 本祭の第3 Savana (夕の Soma 圧搾・
献供）の中で祖霊祭が行われる。 Soma 祭に神々と並んで祖霊たちも列席して
いることが窺えるが， 供物は Soma ではなく， Puro�a甜の残り物から作った団
子である。
4. 上記の諸点は， RV および先行するインド・イラン共通時代において， 新
月祭および祖霊祭に Soma (麻黄の搾汁）の献供が行われたことを示唆する。
高地ステップ帯から， インド内陸部に進出するに伴い， 入手が困難となったた
め， Soma 献供が祖霊祭において消滅し， また， 新月祭では Sa111nayya により
代用され門さらに満月祭と同じ供物に変化したのではないかと推測される。
24 Sarp.nayyaと Soma (麻黄の搾汁）の同 一視に関しては，西村2010 108 (147) -98 (157) 
が詳論している。 筆者は， その前段階として， dadhi- 「酸乳」と Somaの等置が，
酸乳製造と Sarp.nayya 献供に関するマントラとブラ ー フマナに広く見られること，
および， S抑nayya 献供と Soma 献供の等置が YVの最古層で確立していたことを
指摘したい。—新月祭での Sa叩頂yya 献供の材料として， 前夜に酸乳を準備する。
具体的には， 夕に搾乳した牛乳を加熱した後 iitaiicana- 「凝固（酸発酵）促進剤」
を加えて， マントラ を唱える： MS汀1,3:2,10—11 fndriiya tvii bhiigdrh s6menatanacmi 
「Indraのために， 君（加熱牛乳）を分け前として， Somaにより私は凝固させる」 ；
KSm I 3:2,7 fndrasya tvii bhiigd巾 s6menatanacmi = VS-M I 4 (VS-K I 2,4 atanakmi) 
「Indraの分け前として，君（加熱牛乳） を Somaにより私は凝固させる」； TS汀1,3,1
s6mena tviitanacmtndriiya dddhi 「Somaにより， 私は君（加熱牛乳）を凝固させる，
Indraのために酸乳へと」。 iitaiicana— と し て， 現実には Soma で はなく， 酸乳
(Agnihotra 供物の残り）が用いられる (cf. op.cit. 113—114, 109)。 従って， 上記マ
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Soma (麻黄）はインド・ ヨーロッパ語族共通時代には知られておらず， イ
ンド・イラン共通時代に異文化との接触から取り入れられた可能性が強い。 そ
ントラでは一貫して， 酸乳とSomaの等置が前提とされる。—マントラの解説散
文も， 同様に，「酸乳= Soma」という前提に立つ： MS汀V 1,3:5,10—12 {ndrtiya tvti
bhtiga巾s6menatanacmtti.s6mam eva{nat karoti. tasya ha t vai somapfthal:i SGytltato ya 
ev呻vid遁nt stinntiyydf!l p{bati「『Indraのために君を… 凝固させる』と［唱える］。・




を飲むことは， Somaを飲むことになる。一MS P ではSaiµnayyaとSomaの等置
が当然の前提となっているが， KS P とTBP では明記される： KゞXXXI 2:3,12-14…
somo vai devtintilJl parok�a巾stinntiyyam…「Saiµnayyaは， 神々の隠された表現では，
Somaなのだ」； TBP III 2,3,lOf. …s6mal:i khalu vai Stiytlntiyyam…「Saiµnayyaは， 周
知 の如く， Somaな の だ 」。 vs を 解 説する SBI 7,1,18—19は， 酸 乳ないし
SaiµnayyaがSomaであるという記述を欠く。 代わりに，SBI 6, 4,1— 9 (op.cit. 10 0 [155] 
ff.) がIndraへのS証mayya献供を根拠づけるが， Somaに該当するのは「酸乳」で
あ る： 7. tdf!l g6bhir anuvi� 庫pya samabharan./ yad 6�adhf rぷnalJls tad o�adhibhiyo. 
yad ap6'pivaf!ls tad adbhyas. tam eva巾Saytlbhrtyatacya tfvrfkftya tam asmai prayacchan. 
「それ（地上の草や水に入った月= Soma)を追い求め， 牛たちを分散させた。 も
し草たちを［牛たちが］食べたならばその場合は， 草たちから。 もし水たちを［牛
たちが］ 飲んだならば， その場合は， 水たちから。 それ（地上の草や水に入った月




の同一視は述べられない。 パラレルであるTS P II 5,3,2— 4 (op.cit. 101 [154] f.)でも，
主旨は「酸乳がIndraを養った」，すなわち「酸乳がSomaの代用である」ことにあり，
Saiµnayyaへの言及は見られない。 一� 上記の資料からは， YV マントラにおいて
もブラーフマナ(MS尺TS P, SB)においても「酸乳= Soma」の観念が確立してい
たことが明白である。「 刺激的( tfvra-)な味」を持つ点でも， dadhi- 「酸乳」と
Somaは共通しており， 等置を理解しやすい。 他方， KS P とTBP は「Saiµnayya= 
Soma」を周知のこととして言及しており， Soma献供の代理としてのSaiµnayya献
供が， MSの段階から普及していたと推測される。 西村op.cit.103 (152) 
「saiµnayyaとSomaとの同一視は， 以下の順に強まっていると考えられる： MS → 









する白濁した液体，例えば，加熱生乳 srta-, 酸乳 dadhi-, 両者の混合 (Sii1J1niiyya-,
滋yina-, 等）25, 穀物の（酸）乳煮 odana-/carかなどが用いられた可能性がある。
25 加熱生乳と酸乳の混合製品に関しては， 西村2010, Nishimura 2011の研究があるが，
筆者の気付いた点を注記したい。 新月祭 Sarp.nayya 献供では， 当日朝に搾乳され熱
された牛乳 (srta-) と， 前夜に搾乳された酸乳 (dadhi-) とを， 献供直前に祭匙
sruc— に混入する。 これに対し， Caturmasya 祭では， 当日の供物調理時に容器内に
両者を混入し， 自然に凝固する amfk額— と液状物滋�ina— とを Visve Dev曲等への供
物に用いる： ApSS VIII 2,5 tapte pratardohe sayarridoham anayati「朝に搾乳された牛
乳が熱された (tapta-) ならば， それに昨夜に搾乳した［酸乳］を加え入れる」； 6 
yat sarrivartate samik$<i. yad anyat tad vajinam「凝固するならば，それが Amik�a である。
別様であるならば， それが Vajina である」。 自然放置でもよいが， より進んだ方法
としては，混入後に適温で熱し水分を蒸発させる (srapaya-1i「熱で水分を蒸発させる，
乾燥させる」cf. 尾園11) : BaudhSS VI 1 athottaratas tiraJ:i pavitrarri paya anfyamik$<iya 
adhisrayati. … tiraJ:i pavitrarri tapte payasi dadhy anayati. samik$<i bhavati. tarri ya eva kas 
ca kusalaJ:i parfndhena srapayitva vivajinarri krtvapratape nidadhati. 「次に， 北向きに
浄化具を通して乳を［器に］入れ， ふnik�a のために[Garhapatya 火の］上に置く。
…浄化具を通して， 熱された (tapta-) 乳に酸乳を入れる。 これが Amik�a として
用いられる (bhavati) 。 それ (amik頷—)を もし誰か巧みな者がいる場合には (ya
eva) , [その者が］周囲の炎により熱し水分を蒸発させ (srapayitva) , Vajina から
分離した (Vajina の無い）状態にして， 熱くならない場所に保管する」（筆者訳キ
Nishimura n. 8訳）。 酸乳混入時には生乳の加熱 （牛乳の沸点は約100.5度） が終了し
ているので，西村2010 l lOf. 「朝に搾った牛乳を熱しているときに dadhi を混ぜる（図：
加熱中に添加）」，2011 1084 "dadhi is, however, added into srta when it is boiling" は
正確でない。— 同105「なぜ saqinayya を用 いない Catumiasya の br曲mru:ia に
S抑nayya の神話が語られているのか」という疑問からは， Saqinayya が， 本来
Amik領を含む「加熱生乳と酸乳との混入 (sam-nf) から生じる食品全体」を指す上
位概念であった可能性が示唆される。 同103「saqinayya と Soma との同一視は，
以下の順に強まっていると考えられる： MS → KS → TB → SB」は， 酸乳凝固のマ
ントラとブラー フマナおよび Saqinayya 献供のブラー フマナからの所見と相違する
（→ 注24)。—同103「更に SB は … 月の満ち欠けを Soma の循環と連動させる
新しい理論を展開させる。 これは， 神々が天界を祭火として献供した Soma が順次
5つの祭火を巡って人間の誕生をもたらすという， 後の五火説の先駆をなすもので
あっただろう」は五火説の誤解に基づいている。 SB の五火説は， 地上で人が献供
する Agnihotra の 2 つの Ahuti が循環する理論であり， Soma も神々も登場しない。
JB では最初に神々が「不死（をもたらす飲み物： amrta-) である水たち (ap- f.pl.) 」
を「太陽 (aditya-) 」に， BAU/ChU では「信 (sraddhか）」を「あの世界」に献供し，
その結果， 二次的に発生した「Soma」を， JB では「雷」に， BAU/ChU では「雨神」





RV�gveda -AV Atharvaveda - VS Vajasaneyi-Sarhhita (-M Madhyandina, -K 
Kal).va) -MS Maitray呵Sarhhita- KS Katha-Sarhhita — TS Taittiriya-Sarhhita 
-TB Taittiriya-BrahmaI).a — SB Satapatha-Brahmal).a -JB Jaiminiya-Br珈mal).a
-- BAU Brhadaral).yaka-Upani�ad - ChU Chandogya-Upani�ad -- Kau�U 
Kau�Itaki-Upani�ad -BaudhSS Baudhayana-Srautasiitra -ApSS Apastamba­
Srauta,siitra - ManSS Manava-Srautasiitra - VarSS Varaha-Srautasiitra -
KatySS Katyayana-Srautasiitra ― m mantra ― P prose ("brahmal).a") . 
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On the Prototype of the New Moon Sacrifice (and the ancestal worship) 
- mainly based on�gveda X 85 and Atharvaveda VllI 10-
Junko SAKAMOTO-GOTO 
The New and Full Moon Sacrifices, which are performed periodically according to the 
moon's waxing and waning cycle, as well as the ancestral worship, are world-wide found and 
considered as one of the oldest religious ceremonies of the human beings. In the Vedic ritual 
system, the New and Full Moon Sacrifices (Darsa-Pilfl).amasau) belong to the l�ti, in which 
only vegetable food and dairy products are offered. The main oblation is usually Puroc,l臨a, a 
kind of pan-cake. In a special variation of the New Moon Sacrifice, S函叫yya "a mixture of 
sour and fresh milk" is offered to Indra (or Mahendra) . In this case, S血nayya is considered 
to be equivalent with Soma juice. Soma (juice of plant "ephedra") itself is, however, offered 
neither in the New and Full Moon Sacrifice, nor in the Pitrmedha. 
�gveda X 85 is well-known as "the wedding hymn of Surya (Sun goddess) and King 
Soma (Moon god)." This marriage astronomically signifies nothing but the conjunction of 
the sun and moon, which causes disappearance of the moon in the sky. RV X 85,4 and 5 
describe, in fact, the New Moon Sacrifice, in which Soma plant is squeezed and Soma juice 
is drunk by the gods. 
In �gveda X 14-16, on the other hand, we find scenes in which forefathers and Yama, 
sometimes with the gods, drink together Soma juice in the heavenly world or in ancestral 
ceremonies on earth. 
The above mentioned hymns lead us to conjecture that Soma juice was offered in the New 
Moon Sacrifice as well as in the ancestral worship at the stage of�gveda and the preceding 
Indo-Iranian period. It is assumed that the Soma offering disappeared in both rites, since the 
Soma plant became difficult to obtain in the course of advancing into the east India. With 
regard to the New Moon Sacrifice, Soma seems to have been first replaced by Satµnayya, 
then by Puroc,lasa on behalf of the uniformity of the New and Full Moon Sacrifices. 
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